
中
越
地
震
被
災
地
か
ら
救
出
し
た
日
記
に
み
え
る

関
東
大
震
災
の
記
事

矢

田

俊

文

は

　

じ

　

め

　

に

二
〇
〇
▲
九
年
七
月
二
十
H
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授
船
城
俊
太
郎
氏
を
通
じ
て
、
同
人
学
法
学
部
元
教
授
任
藤
明
夫
氏
と
連
絡
を
と
り
、

二
十
九
日
、
一
一
〇
〇
四
年
十
月
二
卜
三
日
の
中
越
地
震
被
災
地
で
あ
る
小
千
谷
市
山
谷
の
お
宅
に
伺
い
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
地
域
文
化
連
携

セ
ン
タ
ー
に
、
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
書
籍
・
文
書
の
寄
贈
を
受
け
た
。
同
日
、
佐
藤
先
生
の
仲
介
で
、
御
親
類
の
佐
藤
英
一
氏
か
ら

も
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
書
籍
等
の
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
た
。
寄
託
資
料
は
大
正
十
年
（
一
九
二
）
と
十
二
年
（
▲
九
一
∵
二
）
の
佐

藤
軍
二
氏
の
日
記
で
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
は
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

寄
贈
・
寄
託
を
う
け
た
資
料
は
九
月
十
三
、
十
四
日
の
両
日
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
助
教
授
原
直
史
氏
（
近
世
里
を
中
心
に
、
筆
者
や
院

生
・
学
生
数
名
で
整
理
作
業
を
行
な
い
、
仮
目
録
を
作
成
し
た
。
寄
贈
を
受
け
た
佐
藤
明
夫
家
の
史
書
は
一
∴
八
」
▲
点
、
寄
贈
・
寄
託
を
う
け
た

佐
藤
英
一
家
の
資
料
は
九
七
点
で
あ
っ
た
。
佐
藤
明
夫
家
の
資
料
に
は
明
治
の
村
役
場
文
吉
等
、
貴
重
な
文
書
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
寄
託

を
う
け
た
大
正
十
年
と
十
二
年
の
佐
藤
軍
二
氏
の
日
記
の
一
部
、
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
善
か
れ
た
箇
所
を
紹
介
す
る
。

佐
藤
軍
二
氏
の
日
記
は
、
大
正
十
年
と
十
二
年
の
も
の
で
あ
り
、
大
正
卜
一
年
の
日
記
は
な
い
。
日
記
は
一
▲
■
冊
と
も
、
博
文
館
刊
行
の
市
販

の
日
記
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ーー　50－



大
正
十
年
の
も
の
は
､
1
月
か
ら
三
月
ま
で
が
片
貝
校
在
学
時
の
日
記
で
､
四
月
以
降
は
新
潟
県
高
田
師
範
学
校
(
以
下
､
高
田
師
範
と
略

す
)
在
学
時
の
日
記
で
あ
る
｡
大
正
十
年
の
日
記
は
一
五
才
､
大
正
十
二
年
の
日
記
は
.
ヒ
才
(
高
田
師
範
在
学
中
)

の
と
き
に
善
か
れ
た
も

(
-
)

の
で
あ
る
｡
佐
藤
軍
二
氏
が
高
田
師
範
に
合
格
し
た
こ
と
は
､
高
田
新
聞
､
高
田
日
報
に
報
道
さ
れ
て
い
る
｡
日
記
に
は
､
受
験
や
合
格
の
様

子
も
記
さ
れ
て
い
る
｡

日
記
の
内
容
は
､
勉
学
の
こ
と
が
中
心
で
あ
る
が
､
大
正
十
二
年
九
月
に
起
こ
っ
た
関
束
大
震
災
の
こ
と
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
､

今
回
は
そ
の
箇
所
の
み
紹
介
す
る
｡

一
佐
藤
軍
二
日
記
の
関
東
大
震
災
記
事

凡例一
原
則
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
､
読
点
･
並
列
点
を
付
し
た
｡
誤
字
･
脱
字
は
傍
に
正
し
い
文
字
を
記
す
か
､
(
マ
マ
)
で
示
し
た
｡

一
変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
に
し
た
｡

三

文
字
に
塗
抹
が
あ
る
場
合
､
も
と
の
文
字
が
読
め
る
も
の
は
左
傍
に
-
を
付
し
､
右
傍
に
書
き
直
し
た
文
字
を
記
し
た
｡

E

文
字
が
判
読
し
が
た
い
場
合
は
□
と
し
た
｡
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-
大
正
十
二
年
九
月
一
日

九
月
一
日

両

人
時
か
ら
始
業
式
が
開
催
さ
れ
た
｡
校
長
先
生
の
新
学
期
に
対
す
る
感
想
に
次
い
で
､
小
原
先
生
の
告
別
式
を
あ
ぐ
｡
先
生
は
魚
沼
親



睦
会
の
l
員
と
し
て
付
属
の
主
席
訓
導
と
し
て
務
め
た
り
し
が
､
今
回
岩
船
郡
視
学
に
栄
転
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
｡
次
い
で

浅
田
徳
太
郎
先
生
の
新
任
式
を
あ
ぐ
｡
午
后
は
大
し
た
事
な
-
し
て
過
す
｡
夜
は
お
堀
河
津
に
於
い
て
煙
火
大
会
を
行
ふ
に
際
し
て
､

生
徒
一
同
に
対
し
て
外
出
を
許
可
す
｡
果
し
て
あ
る
か
な
い
の
か
｡

正
午
大
地
震
あ
り
｡
近
年
稀
な
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
が
大
惨
害
を
か
も
す
と
は
神
な
ら
め
身
に
い
か
で
知
る
べ
き
｡

2
大
正
十
二
年
九
月
三
日

九
月
三
日

雨

東
京
で
は
未
曾
有
の
天
災
で
実
に
想
像
以
外
で
あ
る
と
｡
そ
れ
に
し
て
も
東
京
の
兄
き
や
､
横
浜
の
叔
父
さ
ん
は
何
う
な
つ
た
も
の
で

あ
る
や
ら
実
に
心
配
だ
｡
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3
大
正
十
二
年
九
月
四
日

九
月
四
日

両

帝
都
の
全
滅
で
東
京
の
新
聞
は
何
も
来
な
い
｡
朝
気
分
が
悪
い
の
で
床
に
つ
い
た
｡
寄
れ
ば
す
ぐ
都
の
話
し
だ
｡
第
四
限
は
講
堂
修
身

(
マ
マ
)

で
帝
都
の
惨
害
を
語
り
､
次
い
で
校
風
の
改
良
を
い
た
す
べ
-
対
面
を
汚
さ
ヾ
る
や
う
に
な
し
て
､
決
つ
し
て
落
書
な
る
も
の
を
し
な

い
事
な
ど
の
訓
令
が
あ
っ
た
｡

放
課
后
我
等
四
人
の
予
算
選
任
合
を
や
つ
た
が
､
自
分
は
気
分
勝
れ
ず
如
何
と
し
て
も
仕
合
す
る
気
に
な
れ
ず
し
て
両
方
と
も
敗
れ

ゝゝ

た｡



4
大
正
十
二
年
九
月
九
日

九
月
九
日

晴

午
前
中
は
大
し
た
事
な
し

午
后
は
外
出
し
て
停
車
場
に
行
つ
て
見
た
｡
避
な
ん
民
を
待
ち
受
-
る
人
で
い
つ
ぱ
い
で
あ
る
｡
そ
の
中
に
極
度
に
被
労
し
た
非
な
ん

民
が
無
事
な
る
者
は
稀
で
､
こ
と
ご
と
-
面
や
つ
れ
て
､
一
見
し
て
ひ
な
ん
民
な
る
こ
と
が
分
っ
た
｡
中
に
は
､
白
-
赫
帯
に
ま
か
れ

た
人
な
ど
も
あ
つ
た
｡
そ
し
て
家
人
又
は
知
己
に
あ
つ
た
そ
の
時
の
嬉
し
顔
は
到
底
想
像
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
｡

学
生
と
思
□
し
く
て
､
書
物
を
か
つ
い
で
行
く
人
も
あ
つ
た
｡

5
大
正
十
二
年
九
月
十
一
日

九
月
十
一
日

晴

課
業
に
は
大
し
て
変
つ
た
も
の
は
な
か
つ
た
｡

夜
は
大
漁
座
に
開
か
れ
た
東
京
震
災
救
護
の
目
的
の
た
め
開
か
れ
た
新
ぶ
ん
記
者
な
ど
の
実
視
談
を
き
､
に
行
っ
た
が
､
開
会
の
辞

に
つ
れ
て
遭
難
し
た
日
本
大
学
生
の
山
口
と
か
い
ふ
人
の
遭
難
者
が
あ
つ
た
｡
そ
れ
に
つ
い
で
安
藤
司
書
の
詳
細
に
亙
つ
た
実
視
談
か

あ
つ
て
､
あ
の
繁
華
で
あ
つ
た
東
京
の
状
の
現
今
の
破
壊
さ
れ
た
と
に
比
し
て
か
た
つ
た
｡

こ
の
こ
ろ
時
間
も
大
分
た
ち
､
詰
も
大
方
同
じ
い
や
う
で
あ
つ
た
か
ら
し
て
骨
ん
な
か
へ
っ
て
き
た
｡
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6
大
正
十
二
年
九
月
十
二
日

九
月
十
二
日



前
夜
東
京
の
惨
状
を
き
い
て
実
に
不
安
の
念
に
か
ら
れ
て
ね
む
つ
た
｡
そ
し
て
夢
に
父
が
東
京
か
ら
来
て
無
事
な
る
事
を
知
ら
し
て
-

れ
た
｡
果
し
て
け
さ
一
通
の
端
書
を
受
け
と
つ
た
｡
そ
れ
に
は
一
日
無
事
と
か
い
て
あ
る
｡
実
に
不
思
議
の
も
の
と
思
っ
た
｡

7
大
正
十
二
年
九
月
十
三
日

九
月
十
三
日

晴

課
業
に
は
大
し
て
変
つ
た
も
の
は
な
か
つ
た
｡
午
后
の
課
業
時
間
を
は
や
め
て
､
大
漁
座
に
活
動
を
見
に
行
つ
た
｡
主
と
し
て
見
る
も

の
は
東
京
震
災
の
実
景
を
写
す
も
の
で
あ
つ
た
｡
而
し
て
時
節
未
だ
早
い
の
で
､
単
片
的
の
写
真
を
の
せ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
｡
而
し

て
そ
の
悲
惨
な
る
状
態
が
何
れ
た
｡
其
の
外
､
悲
劇
喜
劇
な
ど
あ
つ
て
､
あ
ま
り
見
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
｡
五
時
に
は
終
っ
た
｡

8
大
正
十
二
年
十
一
月
十
四
日

十
一
月
十
四
日

晴

久
し
方
の
好
い
天
気
で
あ
つ
た
が
風
が
ば
か
に
寒
か
つ
た
｡

第
一
限
は
詔
書
奉
読
式
が
あ
げ
ら
れ
､
そ
の
後
で
校
長
先
生
の
御
趣
旨
に
就
い
て
の
講
話
が
あ
つ
た
｡
第
二
限
は
帝
国
図
書
館
長
松
本

其
の
講
話
あ
り
､
か
の
大
震
災
当
時
に
教
育
の
偉
大
な
る
力
の
あ
つ
た
事
を
論
ん
じ
､
帝
都
を
復
興
す
る
に
は
何
よ
り
も
精
神
の
奮
起

ゝゝ

と
い
ふ
事
に
就
い
て
力
説
､
色
々
の
有
益
な
る
例
な
ど
を
引
い
て
一
時
間
に
亙
る
講
話
を
な
し
て
､
多
大
の
感
動
を
あ
た
へ
た
｡

9
大
正
十
二
年
当
用
日
記
補
遺

東
京
の
死
傷
者
と
焼
失
全
戸
数

九
､
二
十
三



死
者
七
一
六
一
四
人

焼
死
者
五
六
七
七
四
人

溺
死
者
一
一
二
三
二
人

圧
死
者
三
六
〇
八
人

負
傷
者
二
一
六
七
人

死
傷
全
数
十
万
三
二
八
六
人

焼
失
戸
屋
三
〇
一
三
三
六
戸

一
般
家
屋
二
九
三
五
二
七
､
神
社
仏
閣
六
四
四
､
官
私
立
学
校
七
二
六
､
病
院
九
三
､
半
焼
二
一
〇

以
上
が
佐
藤
軍
二
日
記
に
書
か
れ
た
関
東
大
震
災
に
か
か
わ
る
記
述
の
す
べ
て
で
あ
る
｡
そ
の
日
に
善
か
れ
て
い
る
こ
と
は
大
震
災
以
外
の

記
述
も
す
べ
て
翻
刻
し
て
い
る
｡
日
記
に
は
今
回
翻
刻
し
た
日
以
外
に
も
記
載
が
あ
る
が
､
大
震
災
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
で
割
愛
し
た
｡

佐
藤
軍
二
日
記
に
記
さ
れ
た
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
の
記
述
は
､
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

ま
ず
､
九
月
一
日
に
は
正
午
に
大
地
震
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
｡
三
日
に
は
東
京
の
兄
､
横
浜
の
叔
父
が
心
配
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
｡

九
日
は
､
午
後
､
停
車
場
に
い
き
､
そ
こ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
避
難
民
の
様
子
を
記
し
て
い
る
｡
十
一
日
は
､
夜
に
｢
東
京
震
災
救
護
｣
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
新
聞
記
者
な
ど
の
実
見
談
を
大
漁
座
に
聞
き
に
い
っ
た
と
き
の
様
子
を
書
い
て
い
る
｡
十
二
目
は
､
東
京
の
父
が
無
事
で

あ
る
夢
を
見
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
｡
十
三
日
は
､
大
漁
座
に
活
動
写
真
を
見
に
行
き
､
東
京
震
災
の
実
景
を
み
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
｡
十
三
日
以
後
は
8
と
9
を
除
き
､
大
震
災
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
｡
9
は
､
市
販
の
日
記
の
最
後
の
補
遺
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
も

の
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
｡



二

高
田
日
報
･
高
田
新
聞
の
記
事
と
佐
藤
軍
二
日
記

(
2
)

(
3
)

高
田
日
報
･
高
田
新
聞
に
は
､
九
月
一
日
以
降
の
関
東
大
震
災
に
か
か
わ
る
膨
大
な
記
事
が
あ
る
｡
以
下
､
佐
藤
軍
二
日
記
に
見
ら
れ
る
大

震
災
の
記
述
に
対
応
す
る
記
事
を
掲
げ
る
｡
凡
例
は
､
前
章
と
同
様
で
あ
る
｡

ー
0
高
田
日
報

大
正
十
二
年
九
月
三
日

信
越
線
は

大
宮
ま
で

自
動
車
で
入
京

信
越
線
列
車
は
高
崎
･
大
宮
の
不
通
も
一
日
午
後
七
時
四
十
七
分
開
通
し
､
大
宮
ま
で
行
く
や
う
に
な
つ
た
｡
線
路
は
彼
の
や
う
に
う

ね
つ
て
ゐ
る
｡
今
の
所
で
は
汽
車
で
漸
-
大
宮
ま
で
行
き
､
自
動
車
で
入
京
し
得
る
程
度
で
あ
る
｡
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ー
一
高
田
日
報

大
正
十
二
年
九
月
四
日

宛
然
､
戦
場
の

昨
夜
の
高
田
駅
頭

帰
る
避
難
民
の
出
迎
へ
で

三
日
夕
暮
の
高
田
駅
頭
の
雑
踏
は
､
実
に
言
語
に
絶
し
た
-
と
い
ふ
べ
-
､
避
難
者
来
る
の
流
言
巷
間
に
得
は
る
や
｡
心
□
み
せ
る
市

民
は
午
後
六
時
の
頃
よ
り
続
々
と
参
集
し
て
､
午
後
八
時
の
上
-
列
車
の
来
る
頃
に
は
､
折
か
ら
の
雨
に
も
め
げ
ず
､
上
京
の
人
々
と



共
に
さ
し
□
□
広
場
も
､
歩
行
す
る
余
地
な
き
程
に
至
つ
た
が
､
構
内
の
雑
踏
は
又
そ
れ
以
上
の
有
様
で
､
同
列
車
は
各
駅
に
於
て
満

員
な
り
し
た
め
駅
員
総
出
､
警
官
隊
の
応
援
を
得
て
激
昂
せ
る
地
方
民
の
出
場
を
止
め
､
辛
-
も
赤
倉
出
口
方
面
の
警
戒
に
赴
-
歩
兵

の
一
筒
中
隊
と
十
数
名
の
警
官
隊
と
を
乗
車
せ
し
め
た
が
､
軍
刀
の
ひ
ら
め
き
､
白
布
を
以
て
包
め
る
銃
器
､
さ
な
が
ら
戦
場
の
如
き

有
様
を
口
重
し
た
｡
午
後
九
時
下
り
列
車
五
□
分
遅
延
の
報
に
､
群
集
は
次
第
に
散
じ
た
が
､
駅
貴
賓
室
に
は
師
団
高
級
参
謀
と
富
永
駅

長
と
が
何
か
深
-
語
り
つ
ゝ
あ
り
､
不
安
は
刻
一
刻
と
色
を
増
し
っ
ゝ

､
事
件
は
何
処
ま
で
拡
が
っ
て
行
-
か
を
知
ら
な
い
｡

ー
2
高
田
日
報

大
正
十
二
年
九
月
九
日

高
田
駅
に
降
り
た

避
難
者
千
二
百

四
日
か
ら
五
日
間
に

既
に
大
震
災
後
一
週
間
も
過
ぎ
て
､
帝
都
も
大
分
秩
序
も
恢
復
し
て
来
た
と
の
報
が
避
難
者
の
口
々
か
ら
洩
さ
れ
る
が
､
一
方
列
車
の

運
転
状
態
も
神
々
円
滑
と
な
り
､
こ
ゝ
数
日
で
平
常
に
復
す
る
で
あ
ら
う
と
予
測
さ
れ
て
ゐ
る
｡
最
も
甚
だ
し
か
つ
た
の
は
五
⊥
ハ
･

七
日
で
､
昨
八
日
か
ら
は
急
激
に
避
難
者
が
減
り
､
乗
務
員
も
こ
れ
な
ら
ば
と
安
堵
し
て
ゐ
る
｡
今
高
田
駅
に
下
車
し
て
避
難
者
数
を

調
査
す
る
と
合
計
一
千
二
百
七
十
四
名
で

四
日
迄
一
〇
三
名

五
日
一
六
三
名

六
日
五
〇
〇
名

七
日
四
l
五
名

八
日
正
午
迄
九
三
名

更
表
の
如
-
日
々
減
じ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
と
同
時
に
一
時
は
万
以
上
と
註
さ
れ
た
駅
前
の
群
集
も
､
昨
八
日
は
約
六
･
七
百
名
位
し
か
ゐ
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な
い
｡
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
帰
還
者
は
概
ね
所
謂
紳
士
階
級
の
人
達
で
あ
る
が
､
こ
れ
は
暴
力
を
以
て
他
の
者
達
に
さ
へ
ぎ
ら
れ
て
残

っ
た
も
の
で
､
そ
の
一
面
多
少
物
質
的
に
余
裕
の
あ
つ
た
人
達
で
あ
る
事
も
疑
は
れ
な
い
｡

1 3
高
田
日
報

大
正
十
二
年
九
月
十
日

京
浜
大
震
災
の

救
援
宣
伝
大
会

記
者
団
が
発
企
と
な
り

十
一
日
大
漁
座
で
報
告
会

京
浜
の
大
震
災
に
対
し
て
一
層
一
般
国
民
の
同
情
救
援
の
実
を
徹
底
せ
し
む
る
目
的
を
以
て
､
在
高
各
新
聞
記
者
団
は
｢
震
災
救
援
音
一

伝
会
｣
な
る
も
の
を
組
織
し
､
極
力
悲
惨
な
る
惨
害
の
実
況
を
報
道
す
る
と
同
時
に
､
物
品
金
品
の
募
集
を
有
効
な
ら
し
む
る
事
と
し
､

そ
の
昔
一
伝
を
新
聞
記
事
を
以
て
な
す
と
同
時
に
､
各
所
に
報
告
演
説
会
を
開
き
､
一
般
の
同
情
に
懲
ふ
る
筈
で
あ
る
｡
そ
の
第
一
回
演

説
会
を
明
十
一
日
午
後
六
時
か
ら
市
内
大
漁
座
に
於
て
開
催
し
､
各
新
聞
特
派
員
郡
市
青
年
有
志
等
の
宣
伝
演
説
か
あ
る
筈
｡
因
に
大

漁
座
で
は
貸
座
科
二
十
円
の
内
一
十
円
を
同
情
義
金
と
し
て
寄
付
し
､
中
央
電
気
会
社
で
は
常
夜
の
電
燈
を
寄
付
し
た
｡
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1 4
高
田
日
報

大
正
十
二
年
九
月
十
日

七
千
五
百
余
人

直
江
津
を
通
っ
た
避
難
民

直
江
津
駅
で
は
震
災
勃
発
以
来
各
青
年
団
が
協
力
し
て
､
同
地
に
下
車
せ
ざ
る
雁
災
民
の
た
め
に
握
り
飯
､
重
湯
､
ビ
ス
ケ
ッ
ト
､
仁



丹
等
を
与
へ
て
ゐ
る
が
､
同
駅
は
新
潟
方
面
と
富
山
方
面
と
を
兼
て
ゐ
る
の
で
､
以
外
に
避
難
者
が
多
-
､
駅
員
其
他
青
年
団
･
消
防

組
･
在
郷
軍
人
分
会
員
等
は
必
死
に
な
つ
て
救
助
に
勉
め
て
ゐ
る
が
､
既
に
八
日
ま
で
に
は
七
千
五
百
七
十
人
の
驚
-
べ
き
数
に
達
し

て
居
る
｡
殊
に
中
央
線
の
不
通
か
ら
､
京
阪
地
方
へ
の
避
難
者
も
悉
-
大
迂
廻
し
て
行
っ
た
為
め
で
あ
ら
う
と
｡

五

目
一
七
〇
〇
人

六

日

二
二
〇
〇
人

七

日
一
八
〇
〇
人

八

日

l
八
七
〇
人

E
=
高
田
日
報

大
正
十
二
年
九
月
十
一
日

本
日
午
後
六
時
大
漁
座
に
て

災
害
救
援
宣
伝
演
説
会

傍
聴
無
料

主催

災
害
救
護
宣
伝
会

1 6
高
田
新
聞

大
正
十
二
年
九
月
十
l
.
日

十
一
日
午
後
六
時

大
漁
座
に
於
て

災
害
救
援
宣
伝
演
説
会

(
傍
聴
無
料
)



主催

災
害
救
援
音
一
伝
会

E]]日岡田新聞

大
正
十
二
年
九
月
十
1
日
(
夕
刊
)

明
日
の
救
済
演
説
会
は

一
般
の
飛
人
勝
手

各
方
面
の
名
士
も
出
演
す

非
常
の
盛
況
を
ロ
王
せ
む

明
十
一
日
午
後
六
時
よ
り
大
漁
座
に
於
て
開
-
高
田
記
者
団
主
催
の
災
害
救
護
宣
伝
の
大
演
説
会
に
は
､
主
催
者
側
の
外
､
震
災
当
時

東
京
に
在
り
た
る
も
の
､
及
最
近
惨
状
と
之
れ
が
救
済
施
設
を
視
察
し
て
帰
還
し
た
る
者
の
実
見
談
あ
り
､
尚
賛
助
員
と
し
て
河
島
市

長
､
片
山
郡
長
等
も
出
演
す
べ
-
､
そ
の
他
在
郷
軍
人
団
､
青
年
団
､
救
済
団
一
般
聴
衆
よ
り
の
飛
入
り
演
説
も
歓
迎
す
れ
ば
､
救
済

宣
伝
の
趣
旨
を
貫
徹
す
る
為
め
に
は
最
も
適
切
な
る
施
設
な
る
べ
-
､
随
つ
て
会
場
は
非
常
の
活
況
を
呈
す
る
な
ら
ん
｡
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1 8
高
田
新
聞

大
正
十
二
年
九
月
十
二
日
(
夕
刊
)

災
害
救
護
大
演
説

愈
々
本
日
午
後
六
時
よ
り

大
漁
座
に
於
て
開
催

本
日
午
後
六
時
よ
り
市
内
大
漁
座
に
於
て
開
催
す
る
災
害
救
護
宣
伝
大
演
説
会
に
は
､
各
方
面
の
災
害
口
実
見
者
よ
り
続
々
出
演
申
込

ぁ
り
､
尚
傍
聴
者
側
と
し
て
は
高
田
師
範
生
二
百
名
の
一
団
を
初
め
と
し
て
頗
る
多
数
に
上
る
模
様
に
て
､
或
は
定
刻
前
に
木
戸
締
切



の
盛
況
を
口
王
す
る
に
至
ら
ん
状
能
芸
り
｡
又
当
日
会
場
に
於
て
義
摘
金
(
金
額
の
多
少
を
間
は
ず
)
の
申
込
を
受
付
､
一
纏
め
と
し
て

市
役
所
の
該
係
に
交
付
す
る
筈
な
り
｡

ー
9
高
田
新
聞

大
正
十
二
年
九
月
十
三
日

災
害
救
護
演
説
会

聴
衆
九
百
､
満
場
感
動
す

高
田
記
者
団
主
催
の
災
害
救
護
宣
伝
演
説
会
は
､
十
一
日
午
後
七
時
よ
り
大
漁
座
に
於
て
開
会
､
聴
衆
九
百
余
､
殆
ん
ど
満
員
の
盛
況

を
ロ
壬
し
た
｡
先
づ
水
揮
北
殿
新
報
記
者
の
開
会
の
挨
拶
あ
り
｡
次
で
曜
災
者
の
▲
■
人
た
る
中
央
大
学
生
山
崎
多
善
雄
君
(
糸
魚
川
町
の

人
)
は
地
図
に
就
い
て
東
京
の
災
害
実
況
を
詳
明
し
､
図
書
館
司
書
安
藤
□
脂
氏
､
河
島
市
長
も
東
京
の
実
見
談
を
な
し
､
此
時
過
般

中
頚
城
郡
よ
り
久
適
宮
御
本
邸
へ
の
献
上
品
を
携
へ
て
上
京
し
､
そ
の
使
命
を
果
し
て
帰
高
し
た
る
中
頚
城
郡
通
信
団
は
､
旅
装
の
俵

演
壇
に
現
は
れ
､
同
団
を
代
表
し
て
新
□
村
の
猪
田
要
氏
は
同
御
本
邸
へ
何
候
し
た
る
顛
末
を
報
告
し
､
更
に
坂
井
越
後
新
聞
記
者
､

神
田
日
報
記
者
､
市
出
身
に
し
て
東
京
神
田
駿
河
台
に
二
十
余
年
居
住
し
今
回
の
催
災
者
の
一
人
た
る
松
永
安
太
郎
氏
の
遭
難
談
､
本

社
神
岡
記
者
､
片
山
郡
長
等
の
演
説
あ
り
｡
何
れ
も
災
害
地
惨
状
の
実
況
､
及
救
済
の
急
切
な
る
所
以
を
力
説
し
て
､
満
場
を
傾
聴
且

感
動
せ
し
め
､
午
後
十
一
時
盛
況
裡
に
散
会
し
た
り
｡
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佐
藤
軍
二
目
記
4
に
は
停
車
場
に
避
難
民
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
記
述
に
対
応
す
る
新
聞
記
事
は
､
H
･
-

2
の
高
田

日
報
の
記
事
で
あ
る
｡
ー
-
･
1

2
と
も
高
田
駅
に
降
り
た
避
難
民
の
記
事
で
あ
る
｡
4
の
｢
停
車
場
｣
は
､
高
田
駅
か
ら
高
田
師
範
(
現
在
の
上

(
4
)

越
市
西
城
町
一
丁
目
)
ま
で
は
言
ロ
メ
-
ト
～
も
離
れ
て
い
な
い
の
で
､
高
田
駅
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
｡
佐
藤
軍
二
は
日
記
の
九
月
九
日
に



高
田
駅
に
避
難
民
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
､
高
田
H
報
に
は
す
で
に
三
日
夕
方
に
は
避
難
民
を
高
田
駅
で
待
ち
受
け
る
市
民

で
あ
ふ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
(
H
)
｡
高
田
駅
に
下
車
し
た
避
難
者
の
数
は
､
六
日
が
五
〇
〇
人
､
七
日
が
四
一
五
人
で
あ
っ
た
(
1

2
)
｡

地
震
が
起
こ
っ
た
そ
の
日
の
午
後
七
時
四
十
七
分
に
は
､
不
通
に
な
っ
て
い
た
信
越
線
高
崎
-
大
宮
問
は
開
通
し
て
い
る
｡
そ
の
た
め
､
新

潟
･
北
陸
各
県
の
被
災
者
は
信
越
線
を
使
っ
て
逃
れ
て
き
た
の
で
あ
る
(
1

0
･
1

4
)
｡
高
田
日
報
は
､
中
央
線
が
不
通
な
の
で
､
京
阪
方
面
へ

の
避
難
者
も
信
越
線
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
記
し
て
い
る
(
1
4
)
｡

(
5
)

佐
藤
軍
二
日
記
の
記
述
と
新
聞
記
事
と
が
対
応
す
る
内
容
と
し
て
は
､
ほ
か
に
大
漁
座
で
開
催
さ
れ
た
災
害
救
援
宣
伝
演
説
会
が
あ
る
｡
災

害
救
援
宣
伝
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
は
､
-

3
･
-

5
･
-
･
E
=
･
-

8
･
-

9
で
あ
る
｡
災
害
救
援
宣
伝
演
説
会
は
十
一
日
午
後
六
時
よ
り
開
催
さ
れ

た
｡
高
田
新
聞
は
､
高
田
師
範
生
二
〇
〇
人
が
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
(
1

8
)
｡
ま
た
､
佐
藤
軍
二
日
記
に
は
､
災
害
救
援
宣

伝
会
で
は
｢
安
藤
司
書
｣
の
実
視
談
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
(
8
)
､
そ
の
｢
安
藤
司
書
｣
と
は
､
高
田
新
聞
に
よ
っ
て
安
藤
憲
順
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(1

9
)
｡
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お

わ

り

に

本
稿
で
は
､
中
越
地
震
被
災
地
小
千
谷
市
山
谷
の
佐
藤
英
一
氏
か
ら
新
潟
大
学
人
文
学
部
地
域
文
化
連
携
セ
ン
タ
-
に
寄
託
を
う
け
た
佐
藤

軍
二
日
記
に
記
さ
れ
た
関
東
大
震
災
の
記
述
を
紹
介
し
た
｡
そ
の
日
記
の
記
述
に
関
連
す
る
高
田
日
報
･
高
田
新
聞
の
記
事
も
あ
わ
せ
て
紹
介

し
た
｡
高
田
日
報
･
高
田
新
聞
を
紹
介
し
た
の
は
､
二
つ
の
史
料
と
も
公
共
機
関
に
保
存
･
公
開
さ
れ
て
い
て
､
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
史
料

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
関
東
大
震
災
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

(
6
)

『
新
潟
県
史
』
に
も
『
上
越
市
史
』
に
も
関
東
大
震
災
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
､
地
震
が
お
き
た
九
月
一
日
夕



方
に
は
信
越
線
が
復
旧
し
て
動
い
て
い
た
｡
大
宮
か
ら
で
あ
れ
ば
地
震
当
日
か
ら
信
越
線
を
使
っ
て
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
鈴
木
淳
氏
は
､

(
7
)

著
苦
『
関
東
大
震
災
』
で
､
消
防
･
医
療
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
側
面
か
ら
関
束
人
震
災
の
状
況
を
把
握
し
､
そ
の
な
か
で
､
高
崎
駅
で
の

救
護
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
る
｡

関
東
人
震
災
は
束
京
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
｡
東
京
か
ら
逃
れ
て
-
る
避
難
者
､
そ
し
て
救
援
に
向
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
交
通
手
段

は
車
柴
で
あ
っ
た
｡
高
崎
駅
は
信
越
線
の
重
要
な
駅
で
あ
る
が
､
高
凹
駅
や
直
江
津
駅
も
重
要
な
駅
で
あ
る
｡

地
.
小
火
赦
後
､
東
海
道
線
は
地
震
に
よ
る
被
害
で
使
え
な
か
っ
た
｡
L
越
線
が
全
線
開
通
す
る
の
は
昭
和
六
年
(
1
.
九
三

)

の
こ
と
で
あ
る

か
ら
､
こ
の
時
期
の
東
京
と
新
潟
･
北
陸
各
県
と
の
交
通
手
段
は
信
越
線
し
か
な
か
っ
た
｡
信
越
線
の
重
要
な
停
車
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
高
田

駅
･
巾
汁
津
駅
か
ら
考
え
る
関
東
大
震
災
の
研
究
は
重
安
で
あ
る
o

･
=
=
H
心
(
現
存
の
1
二
越
市
)

の
中
央
･
F
小
･
田
端
の
二
青
年
会
は
､
九
月
四
‖
;
･
L
j
肌
､
東
京
か
ら
来
る
大
震
災
催
災
者
の
た
め
に
炊
山
･

(
8
)

交
通
整
押
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
｡
ま
た
､
直
江
津
-
j
i
長
会
は
東
京
市
の
火
災
救
済
方
法
を
決
定
し
て
い
る
｡
関
束
大
震
災
の
と
き
､

新
潟
;
;
f
の
人
々
は
何
を
お
こ
な
っ
た
の
か
｡
被
災
地
か
ら
逃
れ
て
き
た
避
難
者
の
状
況
や
避
難
者
を
救
護
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
向
な
ど
の

研
究
も
畢
裳
で
あ
る
｡
災
害
史
研
究
の
枠
を
広
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

63

丁
一
｢
;
:
Z
m
‖
報
｣
人
･
-
+
年
･
･
.
り
円
‖
､
｢
高
田
新
聞
｣
.
･
`
月
`
血
口
｡
(
1
格
者
は
六
〇
箭
(
長
野
県
か
ら
.
名
｡
他
は
す
べ
て
新
潟
県
;
身
者
)
､
北
魚
沼

郡
か
ら
の
合
格
者
は
､
佐
藤
軍
▲
一
と
桑
原
人
二
`
の
▲
▲
名
c

(
2
)

本
稿
で
は
､
新
潟
県
⊥
仏
文
書
館
所
蔵
の
も
の
を
使
用
し
た
｡

(
3
)

本
稿
で
は
､
上
越
市
｣
け
高
山
凶
書
館
所
蔵
の
も
の
を
使
用
し
た
｡

(
4
)

『
公
孫
樹
†
の
八
卜
年
』
一
九
八
二
年

注



(
5
)
大
漁
座
は
､
現
在
の
高
田
中
劇
会
館
(
上
越
市
仲
町
三
丁
目
)
｡
大
漁
座
に
つ
い
て
は
､
『
上
越
市
史

通
史
編
5

近
代
』
(
上
越
市
､
二
〇
〇
四
年
)

を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
6
)
『
高
田
市
史

第
二
巻
』
(
l
九
五
八
年
､
高
田
市
)
で
は
､
｢
関
東
大
震
災
と
高
田
｣
と
い
う
項
を
掲
げ
､
救
助
活
動
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
｡

(
7
)
鈴
木
淳
『
関
東
大
震
災
』
筑
摩
書
房
､
二
〇
〇
四
年

(
8
)

｢
高
田
日
報
｣
九
月
五
日

[
付
記
]
翻
刻
に
際
し
て
は
､
原
直
史
氏
･
溝
口
敏
麿
氏
･
福
原
圭
一
氏
に
協
力
い
た
だ
い
た
｡




